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第
29
回
在
宅
医
療
研
究
会

　

５
月
18
日
、
西
宮
市
民
会
館
で
「
終
末
期

の
在
宅
が
ん
医
療
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

第
29
回
在
宅
医
療
研
究
会
を
開
催
。
前
田
倫

先
生(

西
宮
市
立
中
央
病
院 

麻
酔
科･

ペ
イ

ン
ク
リ
ッ
ク
科
、
大
阪
大
学
麻
酔
科
学
教
室

臨
床
教
授
）
、 

藤
川
晃
成
先
生
（
協
和
マ
リ
ナ

ホ
ス
ピ
タ
ル 

緩
和
ケ
ア
内
科
部
長
）
、 

井
上

綾
子
氏
（
医
療
法
人
社
団
西
岡
医
院 

訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
福
寿
草
）
の
３
人
が
講
師
、

川
﨑
史
寛
先
生
（
西
宮
市
・
川
﨑
医
院
）
が

司
会
を
務
め
、
医
師
・
看
護
師
ら
70
人
が
参

加
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
先
生
の
感
想
文

を
掲
載
す
る
。

　

５
月
18
日
に
西
宮
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た

終
末
期
の
在
宅
が
ん
医
療
に
つ
い
て
の
研
究
会

に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

疼
痛
管
理
に
つ
い
て
、
西
宮
市
立
中
央
病
院

麻
酔
科
・
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
科
の
前
田
倫
先

生
よ
り
従
来
の
各
オ
ピ
オ
イ
ド
や
最
新
の
オ
ピ

オ
イ
ド
（
メ
サ
ド
ン
）
の
特
徴
・
選
択
法
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
症
例
を
交
え

医師、歯科医師、看護師、ケアマネなど、多業種の方々が参加した

な
が
ら
脊
髄
鎮
痛
法
の
適
応
や
Ｉ
Ｔ
ポ
ー
ト
留

置
に
よ
る
利
点
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

今
後
の
緩
和
ケ
ア
に
役
立
つ
専
門
性
の
高
い
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
、
協
和
マ
リ
ナ
ホ
ス
ピ

タ
ル
緩
和
ケ
ア
内
科
の
藤
川
晃
成
先
生
よ
り
、

が
ん
医
療
の
抱
え
る
課
題
や
、
施
設
ホ
ス
ピ
ス

ケ
ア
の
現
状
と
在
宅
緩
和
ケ
ア
と
の
比
較
な
ど
、

実
践
に
基
づ
い
た
講
演
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

訪
問
看
護
に
つ
い
て
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
福
寿
草
の
井
上
綾
子
看
護
師
よ
り
、
経
験
さ

れ
た
二
例
の
症
例
が
報
告
さ
れ
、
在
宅
緩
和
ケ

ア
に
お
い
て
、
病
態
の
進
行
と
と
も
に
変
わ
り

ゆ
く
患
者
様
・
家
族
様
の
お
気
持
ち
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
く
か
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
難
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

在
宅
医
療
に
お
い
て
、
が
ん
緩
和
ケ
ア
・
看

取
り
の
症
例
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
死
生

観
も
多
種
多
様
と
な
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
当
て

は
ま
ら
な
い
個
別
性
の
高
い
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
く
な
か
で
、
今
回
の
研
究
会
の
講
演
内
容

を
参
考
に
し
て
、
医
療
機
関
・
多
職
種
と
の
連

右から、司会を務めた川﨑先生、講師を務めた前田先生、藤川先生、井上氏。それぞれ

の立場から、末期がんの患者とその家族がおかれた現状や緩和ケアの実践などについて

講演した。

患
者
・
家
族
の
気
持
ち
を

　
　
受
け
止
め
る
難
し
さ
学
ん
だ

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
５
月
24
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
４
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
職
員
接
遇
研
修
会
（
５
・
11
）

②
第
29
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
５
・
18
）

【
予
定
・
企
画
】

①
第
20
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
（
６
・

15
）

②
第
３
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
６
・
29
）

③
第
12
回
胸
部
Ｘ
‐
Ｐ
読
影
会
（
７
・
５
）

④
第
33
回
支
部
総
会
（
８
・
10
）

⑤
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
西
宮
会
場
）（
９
・

21
～
22
）

⑥
第
25
回
日
常
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

【
協
会
行
事
】

①
第
45
回
総
会
（
６
・
16
）

②
保
団
連
第
43
回
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
（
７
・
６

～
７
）

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 ※お問い合わせは、協会事務局まで Tel:078-393-1803

  日時：6月29日 (土 ) 15 時～ 17時

　会場：西宮市民会館 中会議室 401

　講師：西宮市　伊賀内科・循環器科

　　　　　 　 　 伊賀 幹二 先生

　参加費 ：無 料

　
　　

   　死生観を考える
�～第 3回ファイアサイド・ディスカッション～
 

携
を
築
き
な
が
ら
、
患
者
様
・
家
族
様
の
意
思
・

希
望
に
沿
っ
た
ケ
ア
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回
の
研
究
会
も
、

実
践
に
役
立
つ
情
報
を
期
待
し
ま
す
。

 
 

　

【
尼
崎
市
・
大
隈
病
院　

土
山　

布
佐
子 

】



（２）２０１３年６月１５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）

　日　時 ：3月19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

職
員
接
遇
研
修
会

明
日
か
ら
の
診
療
に
活
か
せ
る
接
遇
研
修

　

５
月
11
日
、
西
宮
市
立
勤
労
会
館
で
「
接
遇

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」
を
テ
ー
マ
に
職

員
接
遇
研
修
会
を
開
催
。
粟
村
和
子
氏
（
人
財

育
成
講
師
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
講
師
を

務
め
、
医
師
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
ら
49
人

が
参
加
し
た
。
司
会
を
務
め
た
安
岡
眞
奈
美
先

生
（
西
宮
市
・
安
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の
感
想
文

を
掲
載
す
る
。

　

５
月
11
日
、
接
遇
に
つ
い
て
「
人
財
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム　

セ
ラ
・
ム
ー
ブ
」
よ
り
お
越
し
の

粟
村
和
子
先
生
が
、
研
修
会
を
さ
れ
た
。

　

接
遇
と
は
、
体
中
の
セ
ン
サ
ー
を
駆
使
し
て

患
者
さ
ん
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
気
づ
く
と
い
う

こ
と
か
ら
始
ま
る
。
身
だ
し
な
み
は
、
清
潔
感
・

安
心
感
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
。
立
ち

居
振
る
舞
い
は
、
座
位
な
ら
坐
骨
を
感
じ
る
よ

う
に
座
る
と
美
し
く
座
わ
れ
る
こ
と
、
お
辞
儀

は
、
股
関
節
を
折
り
た
た
む
よ
う
に
す
る
と
い

う
具
合
に
、
体
の
骨
の
解
剖
を
感
じ
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
。

　

挨
拶
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
始
ま
り
で
、

相
手
以
外
に
も
自
分
の
感
覚
に
注
意
を
向
け
、

共
通
言
語
を
見
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

傾
聴
と
は
、
単
に
聞
く(

H
e
a
r
)

と
い
う
だ
け
で

な
く
、
聴
く(

L
i
s
t
e
n
)

、
訊
く(

A
s
k
)

と
い
う

意
味
を
持
ち
、
こ
れ
は
ク
レ
ー
ム
対
応
に
も
活

か
さ
れ
る
考
え
と
な
っ
て
い
る
。

　

安
全
性
と
危
機
管
理
に
つ
い
て
は
、
基
本
が

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
対
策
で
あ
り
、
法
令
を

遵
守
し
て
気
持
ち
よ
く
働
け
ば
、
安
全
で
安
心

で
楽
し
い
職
場
が
形
成
さ
れ
る
は
ず
と
の
こ
と
。

　

私
的
に
は
、
出
勤
前
に
自
己
の
体
調
を
知
り
、

そ
れ
を
受
け
入
れ
て
出
務
に
臨
む
と
い
う
こ
と

が
自
分
も
楽
に
し
、
仕
事
に
励
め
る
、
す
な
わ

ち
無
理
せ
ず
が
ん
ば
れ
る
と
い
う
重
要
性
を
知

り
、
明
日
か
ら
の
診
療
に
活
か
せ
れ
ば
と
思
っ

た
。

 

【
西
宮
市
・
安
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク　

安
岡 

眞
奈
美
】

（
当
日
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
抜
粋)

*

何
よ
り
、
気
持
ち
よ
く
仕
事
を
し
て
、
患
者
さ

ん
に
も
気
持
ち
よ
く
接
す
る
た
め
に
は
、
相
手

を
大
切
に
思
う
気
持
ち
と
、
自
分
自
身
を
大
切

に
感
じ
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
接
遇
に
お
い
て

基
本
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
間
の

言
語
に
つ
い
て
も
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま

し
た
。(

リ
ハ
ビ
リ
助
手)

*

自
分
の
生
き
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し

た
。
自
分
の
体
調
の
悪
さ
、
心
に
ゆ
と
り
が
な

い
時
ほ
ど
、
そ
れ
を
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
無

理
し
て
が
ん
ば
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
呼
吸
」
を

感
じ
ら
れ
る
私
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。(

リ

ハ
ビ
リ
助
手)

*

今
ま
で
思
っ
て
い
た
接
遇
と
は
概
念
が
違
い
、

目
か
ら
鱗
が
落
ち
た
よ
う
で
し
た
。(

事
務)

*

接
遇
は
、
職
種
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
で
気
づ
き
な
が
ら
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。(

看
護
師)

*

お
辞
儀
を
理
屈
で
説
明
し
て
い
た
だ
け
た
り
、

と
に
か
く
〝
ガ
イ
コ
ツ
君
〟(

小
さ
な
骨
の
み
の

人
形)

を
用
い
て
の
説
明
は
、
と
て
も
頭
の
中

に
人
り
ま
し
た
。 

(

事
務
長)

講師を務めた粟村氏

研修会では美しい座り方やお辞儀の仕方などに

ついても解説された

  西宮 ･ 芦屋支部 第 33 回総会記念市民公開企画

『ミツバチの羽音と地球の回転』
　　　　　　上映＆トーク
 日　時 ：8月10日 ( 土 ) 14時30分～

 　　　　  総会議事 14 時～   懇親会 17 時 30 分～

 会　場 ：西宮市立勤労会館大ホール

 お話し ：映画監督

　 　　　　　  鎌仲ひとみ　氏

   
入場料 

：無料
　※どなたでもご参加いただけますが、できる

　
　限り事前のお申込みをお願いいたします。

鎌仲ひとみ さん ご略歴：

　映像作家。早稲田大学卒業後、現場でドキュメンタリー制作

を学ぶ。 カナダ・NY を経て９５年帰国後テレビ番組、映画を

多数監督。イラク取材をきっかけに、核を巡る三部作　「ヒバ

クシャ―世界の終わりに」（03 年）「六ヶ所村ラプソディー」（06

年）「ミツバチの羽音と地球の回転」（10 年）を発表。最新作は「内

部被ばくを生き抜く」（12 年）。制作スタイルは完全な自主制

作であり、その配給も劇場に加え、市民による自主上映を展開

し、その回数は国内外で合わせて３０００回を超える。目下、

新作「小さき声のカノン　－選択する人々－」を準備中。

◆お問い合わせは、協会事務局 岡林・山田・伊藤まで  Tel:078-393-1803 ◆

　今年の総会記念市民公開企画は 、脱原

発を国民投票で決めて２０２０年までに石

油にも依存しない社会づくりをめざしてい

るスウェーデンと、新たな原発の建設計画

が進められている山口県上関町にある祝島

を取材したドキュメンタリー映画『ミツバ

チの羽音と地球の回転』を上映し、鎌仲ひ

とみ監督のお話しをうかがいます。多数の

みなさまのご参加をお待ちしております。


